



































































より刊行された拙稿等をご参照頂きたい。“Hiroyuki Watanabe,Designing New Japanese
 
Takeover Regulation Regime ～Suggestion from the European Takeover Rules


























































































































































































































































































































































































































































① G.Kromschroder AG vs.Ruhgas Industries GMbH
② Kaufhalle AG vs.Metro AG
③ Kolbenschmidt Pierburg AG vs.Rheinmetall Berlin
④ E.ON Bayern AG vs.E.ON Energie AG
⑤ Wella AG vs.Procter&Gamble Germany Management GmbH
⑥ Custodis Holding AG vs.Von Finck’sche Hauptverwaltung GmbH
⑦ Hoechst AG vs.Sanofi-Aventis
⑧ APCOA Parking AG vs.Investcorp-Group































及び水の市場で事業展開している。Ruhrgas Industries GmbHは RI-Industries
 










































ASSET Immobilienbeteiligungen GmbH & Co. KG (AIB Holding）は、












































































Procter& Gamble Germany Management GmbH（買付者）の唯一の事業は、
自社保有財産の管理であった。買付者は、Procter & Gamble Luxembourg
 
Holding SARL（PGLH）の子会社であり、また、PGLH自体も、P&Gが保有














































































































ドイツの有限責任会社である Laontae Beteiligungs GmbH（買付者）は、任意
的公開買付けを実施した買付者であった。2003年12月３日よりも前に、社名を
Laontae Beteiligungs GmbHからMoeller Holding  GmbHに変更した。










tional Corp.は、様々な法人を間に挟み、Laontae Beteiligungs GmbHを所有す
る。
企業買収法の第２条５項の規定によれば、Advent International Corp. は、
Laontae Beteiligungs GmbHと協調して行動する法人である。
Felten& Guilleaume AG（対象会社）は、一群の企業グループを管理し所有す
るドイツの株式会社であった。Moeller Groupは、1998年に Felten & Guil-
leaume AGを買収し、Felten& Guilleaumeの株式の99．123％を保有していた。
〔公開買付けを行った理由〕：Laontae Beteiligungs GmbHは、2003年12月９日
にMoeller Holding GmbH & Co.KGを取得し、これにより、Felten & Guil-
leaumeに対する企業買収法第29条２項に定める間接的支配権を獲得した。最後
の共同所有者がMoeller Holding GmbH & Co.KGから撤退したことに伴い、
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Laontae Beteiligungs GmbHは翌日に Felten & Guilleaumeに対する直接的な
支配権を獲得し、単独株主の座にとどまった。買付者は、対象会社に対する全面
的な支配権の獲得を目指していた。
買付者である Laontae Beteiligungs GmbHは、公表日（2003年12月８日）にお
いて、Felten& Guilleaumeの株式を一切保有していなかった。従って、任意的
公開買付けを実施した。Moeller Holding GmbH&Co.KGは、2003年12月８日
までに、すべての株式を取得した。買付者は、任意的公開買付けを既に実施して
いたため、企業買収法第35条３項の規定により、支配権を取得した時に強制的公
開買付けを実施する義務を負わなかった。このことは、12月８日に任意的公開買
付けを公表したことで、強制的公開買付けを回避できたことを意味する。
買付価格は、１株当たり154ユーロだった。
2004年12月にスクイーズアウトの決議が可決されたが、2005年11月には、株式
の買取価格を一株当たり283．36ユーロから333．77ユーロへと上げることで、反対
株主との間で和解が成立し、スクイーズアウトが実行された。
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